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鳥 島鰓骨動 物群 集 （ＴＯＷＢＡＣ） の発見と

その意義

－「しんかい6500」による再訪潜航結果－

和田　秀樹＊1 長沼　 毅＊2 藤岡換太郎’

北里　 洋゛1 河村 公隆“ 赤沢 保彦I

1992:年10月2 日の「Ｌんかい6500 」による，第141潜航によ ，て発見された，ｌａ山農の鍄骨

勳匏群集（ＴｏｗＢＡｃ）の再潜航を叶鹵し，第174 紺航によ･l て， 褥ぴ瞋辜を行うことができ

た．１年を経 ても生物群集としてほとんど変化は甓られず安足しているこ１がわか・ た．鍄の

繭暮に耳骨を尭見 舞取しｓ 夕９クジラの鼓室骨（Tiｓｐａｌｌｉｋ bull･･）であることがわか，

た.

1992:年の第141潘 乖時に譚取された，柱状試料について有孔虫群集，有機吻分析，ｘ練同旨

などの結果，鱇釁叨直下から捏ｓされた堆狭獪は．その有複物の加虐にも．有孔呶の襴|ごl,特

徴的な分布が鳬られることがわか・ た．このことsま鯨の生体に由来する蠱質の存在．及ぴ，畭

骨同辺の遭元●境に適応Ｌた生物群集が見られるなとｅ生態系に特黴があることが明らかに

な ．た．
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The  Discovery of the Torishima Whale  Bone

Animal  Community  (TOWBAC)  and its Meaning
―The Results of Revisit Dives by
the "Shinkai 6500"―

Htieki WADA*&  Tsuyoshi NAGANUMA"6  Kantaro FUJIOKA"

Hiroshi KITAZATO*6 KimiUka KAWAMIJRA*0
Yasuhiko AKAZAWA"8

Duriog  Dive  *174  of  "Shinfcai  $500", we  revisited  the  T  oris hi ma  Whale  Bone  Animal

Community,  which  was  discovered  near  the  top  of the  Torishima  eeamouat  during  Dive

*148  in 1992.  The  ma ≫  of  the  biota  was  approximately  the  same  as it had  Wee  upon

observation  one  year  previous)  y. We  collected  a cochlia at central  part  of the  side el the

jaw  bone,  and  determined  that it was  a tympanic  bone  (Timpanik  Bullae) of the  Bryde's

Whale.

We  analysed  the  tube  core  samples  collected  during  $148  dive  in 199S  with  re&peel  to

foraminlferal  fauna,  organic  matter  components  and  C/N  ratio  and  mineralogy.  The

sediment  collected  from  beneath  the  spinal  bone  was  characterised  by  one  spiecee  of

CcssiOulinculss  of becthic  foraminifera  and  a high  concentration  of specific  fatty  acids

known  to  be contained  in whale  flesh. This  means  that  the  presence  of  organic  matter

derived  from  the Bryde's  Whale  and  a special animal  community  powered  by  a cherooey

nthetic  ecosystem  developed  under  the  reducing  benthic  environment

Key  words: Toriehima aeamount, Torishima WhaJe  Bone  Animal  Community

CTOWBAC).  Bryde's whale

１．は じ め に

鯨の骨に発生した生物群集の発見は，濶在の地球上最

大の生物の，死後の世界の直接糯場を目撃したことにな

る. ＴＯＷＢＡＣと名付けられたこの生勧群集は，世界で

も ２例目でありきわめてまれな事象と言えよう。 しか

し。単にまれなだけでなく，重萸なことは，深海という

いままでに人類の畑られざる残された世界の，生物の種

蒙，パクテりアを含む生物闘のそれぞれの役劍，そし

て。それを支える化学的な反応過裡と物質循環とすべて

にわた・て，想●卜のものでしかなか･3た現象に，だれ

もが認める確かな事実を知ることができるということ|ご

ある。そして，深海堆積物として堆積岩やその中に含ま

れる化石に厩された遇去の匍球生命の４Ξ蝗粟を理解する

うえにも，不可欠な基黴知識となる。

19e7年に，カリフォルニア沖のサンタカタリナ晦盆で

アメリカ潜水艇アルピンー号が1μ1）ｍの海底で髭鯨の2e

m に及ぷ鯨骨を発見した（S・nith et al。 1989;Smit Ｋ

38

1992)。現在も髑査は継続中であるが，瞭の死骸と生物

群集として 知られる例は きわめて少ない。 藤岡 ほか

（1993）によりて報告されたとおり， 探梅における廡海

生物の生態系や生物の伝播扱構を考える生物地理を考え

るとき，鯨のような大量の有糠物を供給するエネルギー

謝はどの程度の役割を負っているか全く知られていな

い。

このTOWBAC は，「しんかい6500」の第148潜航の途

中まったくの偶然に発見されたが，その亂 約30分の観

察と骨試料。チａ－プコア1本を採取した。1993 年９月

には，第173 と第174 の2潜航がこのＴＯＷＢＡＣ観察， 試

料採集のために計画 され た。 最初の第173 潜航で は，

GPS による濔位とマルチナローピームによる海底地形

図による船位決定との閠に大きな篦籌があうたため，目

標地点に到達できなかった。しかし。 その航跡と，ビデ

オ記録の画像は第174 潜航 のＴＯＷＢＡＣ再訪のために 大

いに役立った。
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ここでは,1993 年の９月17 日，18日に潜航した, 第17a

174 潜航の観察結果と，1992 年の第148潜航の際採取され

た柱状試料の一郎の分析結果がで たので報告する。

２．墻　　 形

鳥島淘山は，伊豆小 笠原海溝の軸郎から40km ほど西

に位置する飼弧海山列 のｌ つで（黯１），隨側斜面の水

潔4.700m 付近の基底部 から，水掫4,00011付近までそび

える楕円鑞の彫をしている。鯨骨生物群集は，この海山

の山頂付近の水深4.035m の地点から発見さ れた（藤岡

ほか，1993）。 譜航前の調査により， 鳥龝海山の地形に

ついて マルチ ナローピームによ る地 形図作成を行い，

1992年に同様にして作うた地形図 と比鮫した。その結果

1992年に見られた山頂の近くの4000  m より 浅いＳつ の

ピークが見られず，小さな ２つ のピークとして現れた。

1992:年の地形図では，潜航 ルーＨこ沿うて２つの大きな

谷廸形 があるはずで あうたが， 今回 溷航の結果でも.

TOWBAC の地点までには谷亀形はなく，さらに南の蛇

紋岩の露山地点までに谷地形が観察されたが，おおよそ

平坦な地形であ。た。潜航によ!ｺて観察された墻形は今

回の地形扣に似ている。これは. 1992 年の海嫉の波浪が

高か･。たためであろう。

３．廐　　 質

第173 潜航で観察された淘底は， ほとんど，柔らかい

堆租物で覆われていた。梅底表面は，生檐活耡にようて

できた凹凸が目立ち淘底面下の生物活動が全般的に活発

であることが棔寉される。鯨骨の周辺の麦屬の地質につ

いては. 1992 年の潜航ビデオ映像から，平胡で表面の柵

らかな歓らかい泥に覆われていて。鍄黌岡辺の表層の色

が，一郎黒・ ぽか･,たり，斑（まだら）にな 。ており，

有機勧が明らかに多いことが囂められた。これらについ

ては。後に述べる。堆置物中の窗售物分析の結果からも

支持された。

４．鱚173潜航の結果

第173 潜航では｡1992 年のGPs による|こよ る緯度。 経

度を， 今回 の測定で得られた海底地形図 に落として，

ＴｏｗＢＡＣの推官位置の周りをダリフドをきりながら捜

索した。鯨骨存在予想亀点及ぴ付近を約４時伺か砂て探

索したが，結果として. 1992年の位且は｡1993 年の位置

と此ぺて約130m 西側にあ。たため発見で きなか。た。

また。 鍄骨生物群集の良い指ａ４=物であるシンカイコシ

オ９エビも見つからなか。た。しかし，歙ま中. 1992 年

の鍄骨観察で多数鏑穹 された巻貝と同ヒあるいは似たも

のか数個体まとま!lて見られる場所もあ。た。●豈直前

に柱状探滬を行りた。

図 １ 鳥 鳥 海 山 の 位 置と 鳥 島諒 骨 生 物 群集 の 発 見 位 置

Fig. 1 The 16c･Jity map ｏｆ Ｔｏrｉｌｈｉｍ● ･a●ｍｏｕｎt ａｎｄ tｈｅ

Ｔａrlsｈｉｍ● whale ｂｏｎｅ ａヱ11mal community･

5. による姐裏翦杲

第173紺航 のビデオ映像を検討し， さらに漣 行チーム

との脇織の結氣 第174鵬航では， グリッドを切りなが

ら予定圸の周辺10am 以内をくまなく探すことにした．

1992年のビデオの底鬟映像は，ＴｏｗＢＡｃ周辺が特徴的

に平坦で滑らかであることを示していた．第173 潜航で

得られた暖賀画像は. 1992年のそれに比べると明らかに

ｓ



凸凹が多く見られた。実際の再発見は，着定点からグ

リッド起点まで移助する途中において1992年の航跡と思

われる海底面の傷を発見し，それを追跡することにより

容易に目標地点に到達できた( 写莫1,  2) 。鯨の横た

わる面はわずかに南東側に傾斜した平坦面である。ま

た，潜航船の深度計は1992年の値とほぼ同じ, 4,037 m

を示していて，この値は信頼できると考えられた。

今回は，生物試料の採集と周辺底質層の柱状採取管

による採取を行った(写真３)。また，生物群集構成種の

確認のため，出来るだけ多方面からのビデオ撮彫と写真

搬彫を心がけた。生物試料は，網を使ってシンカイコシ

オリエビの捕獲を行った。脊椎骨試料はバクテリアの研

究のためｌつ(BB-16) を採取した。また骨に付着して

いたウニ，周辺の巻き貝，骨ののっていた底質の周りに

多数生息している多毛類あるいは，チューブワームかも

しれない底生生物をグラブでつかみ試料とした。1992年

の発見のときにはほとんど観察を行わなかった頭部の観

察を行い，写莫５の中火付近にみられる耳骨と思われる

黄褐色の試料を採取した。

また，次回潜航のための目印として，光をよく反射す

るフィルムを巻き付けた高さ1m 位のブイを設置した

(写真７)。

６。 鯨骨周辺の動物群集

第173潜航の走航中観察された生物は，ガラス海綿，

巻き貝，クモヒトデ，種々のナマコ等が散在していた。

特に生物が密集した所や，同類の生物が集まっているよ

うな傾向は認められなかった。

第174潜航で確認した鯨骨動物群集のリストは，表1

に掲げた。採収した生物の試料は，耳骨（鼓室骨）1

個，巻き貝2個体，ウニ1 個休，多毛類多数，鯨骨１個，

骨に付着している二枚貝多数。

鯨の脊椎骨は，下部３ｃｍが泥に埋まっていて，その

部分についてはほとんど原型のサイズをとどめていると

思われる。二枚貝（シンカイヒバリガイ）は，泥の表層

から５ｃｍ程度の部位に集中して生息している。骨の上

部には二枚貝はほとんど見られず，シンカイコシオリェ

ビあるいは，ウニが付着している。脊椎骨番号BB2 ―

ＢＢ５の表面を覆うように蜘蛛（くも）の巣のような薄い

膜が見つかった。骨の周り10cm くらいの底質にはおび

ただしい数の多毛類の棲管が見られ，その直下を柱状採

泥した試料では，多毛類の棲管の長さは30cm にも及ぶ

ものがある（写真９）。頭部の骨に棲息する生物相は多

様で，シンカイコシオリエビ，シンカイヒバリガイ，ウ

ニ，イソギンチャク，多毛類，巻き貝の１つは二枚貝の

上に生息していた（写真５）。顎の骨のさらに前方に，

長さ1m ほどの口の回りの下顎の骨と思われる２本の骨

が平行にみつかった（写莫２）。生物量は1992年の第148

潜航時と変わらず，シンカイコシオリエビの数もほぼ同

一である。ビデオ映像の観察から，鯨頭部近くの堆積物

の中で，砂を吹き出す生物のいることが観察され，シン

カイヒバリガイのほかに，二枚貝のシロウリガイなども

棲息している可能性があるが確認はされていない。

今回の観察結果と第148潜航の結果を合わせた結果，

図２のように鯨骨の分布が明らかになった。頭部の大き

な骨は，左右の側頭骨に対応し，その先の平行した2本

の骨は前上顎骨（ぜんじょうがくこつ）の対と考えられ

る（加藤秀弘，私信）。また捕鯨等で捕獲された場合，

表 】 鳥島鯨骨生物群集に見られた生物のリスト。相対量は十:10 個体以内，十十:100個体以内，÷十十:1000 個体以上，

多量

Table 1 Biota  list of Torishima Whale  Bono  Animal  Cominunily. Abundance  ; +  : within lOpicccs, +  + : within 100,

+  + +- : more than 1000. -I- + + + : Large number.

生　 物　 名 学　 名　 等 相 対!Ilk 棲　 息　 状　 況

ジンカイコシオリエビ Galalhcidac, Crustacea, Arlhopod 十 十 骨と骨の川辺に棲息する。

シンカイヒバリガイ Mylilidae, Bivalvia, Mollusca 十十 十 鯨骨 に付着している。

シロウリガイ（？） Vesicomkiac,  Divalvia, Mollusca 十（ ？） 堆積物巾に棲息している。

マキガイ Gastropoda,  Mullusca 十 十 鯨骨 と周辺に腰心している。

イソギンチャク Actiniidae, Anthozoa,  Cnidaria 側頭竹に付着している。

ゴカイまたはチューブワーム
Polycaelae,  Annelida and/or

Veslimonliferan tubeworms
＋ ＋ ぺ 鯨骨の周辺の雌積物申に棲息する。

ウ　 ニ Echinoida, Echinodermata 鯨骨に付行している。

クモヒトデ Ophiuroidea,  Echinodev･mata 十 十 円辺の堆肌物表層に棲息する。

JAMSTEC Ｊ. Deep Sea Ｒａｓ.,1011994）



図 ２ 第148 及 び174 潜 航 によ ・ で 明 らか に なう た鳥 島 竦骨 生

物 耳集 の分 布 図

Fig.  2 1Mjt ｒibｕｌｌｏｎ ｍａｐ ｏｆ tＭ Torishima Whale bone

(Ｂryde ｓ゙ whale)  through the ｄｌｖｅｓ *148 ＆nd 巷1?4.

通常骨はいくつかに切断されるため，本状態の鯨骨に対

しては，自然死によるものと推定される（加藤秀弘。 私

信）。

採取した試料は，

１） 鯨骨 １僣。 大 きさは立方体に近いが， 泥に鯉

ま。ていた下都から３Ｃｍくらいが大きく， シンカイヒ

パリガイの付着している上部が捕食によって細 くなり

て 。ぺんは丸くな。ている。底辺のサイズは16×16cm

上部のサイズは10×10cm 高さは15cm であった。これに

付奮しているシンカイヒパ リガイ139 個体を数えた。 大

きさは。 最大 ３Ｃｍくらいから５ｍｍほどのものまであ っ

た。

２） シンカイコシェリエピ１個体。捕獲網で鯨の脊

椎骨を覆い，骨に付いていた１匹 のコシオリェビを捕獲

した。 コシオリェビを捕獲する ために。捕獲耨を使・

た。捕獲網を骨の上にかぶせ，骨ごと試料ボックスに収

納 した。 もう少し網の長い，網の賢が細くて粗いものが

有効であろう。

Ｓ） ウｓl 個体。採取した鯨骨 の北側 の骨に付着して

jamstecj.  dmps･ ●Ｒ・≪.. 10 (19M)

いたものを採取した。これｇ 外1こウニｅ 付着 している骨

は２個体が観察される。

４） 巻 き貝 ２咽体 。鍄骨 から ２ｃｍｇ 内 の泥 の・ のよ

に生息 してい た個体を採取 した。

Ｓ） 採取 した鷦骨 の岡辺数ｃｍｌこは ，ぴ･5 し りと多 毛

類 の横管が堆積勧の中 から突き出 している。 ダ ラパによ

り泥と一絡に生物も採取した。

６） 鯨 の・ の椰分から耳骨 １個体。少 し茶 栂色が

か･･ た，長 さl 】自w･太 さ５ｃｍくらいの紡睡形の物体を採

取した。これは，巻 き貝のよ うに巻 き込まれ た形をして

おり，ニタリクジラ(Bryde's Whale, jl 。4ｓｌｌ剛吻rｌ

ａ心-i ） の耳 の餓室骨 （Ｔyｍｐａｎｉｅ ｂ（●1欷） と思 われる

（加藤秀 弘。 私信; Ｏｍｕr氣etal..IS81 ）。

7 ） とトデ， その他のぷよぷよの ジ・ り一状 の丸い

生勧が，採取 した泥のなかから採取された。

潜航 の廝 採取 した往状試料は ５本 で次 の とお り であ

る。

Ｃ一101: 骨 か ら約2.5m の海 底表面の泥

Ｃ－002= 骨 か ら豹ＩＳｍの海 經書面の泥

Ｃ－Oe3: 骨 か ら豹Ｏｊｍの海底表面の虱 多 毛類 の梭曾

が多数 見られ る表層の真中

Ｃ－004: 蹂 取 鍄 骨 の真下 の堆積 物。 採取し た泥 の下 郎

に15cm 祗ど の琿形 の多毛顛 が堆置● から抜 け て採取 さ

れた（写真9 ）.

C ―005: 耳 骨 を採取 した地点の堆積棆

７． 粛141 ｓｓ で碍られた柱状 試料 の分析糟集

1992 年 の第148 潜航 につい てはすでに顋冐 ほか(1992,

1993 ） によ って，その概姜が報告 され ている。この潜航

では。 図３の潜航航跡図に示したよ うに. Ｃ－001 か ら

c ―003 まで の3 本 の柱 状試料が得られた。Ｃ－｛301轜， 鳥

島 海山 北東斜 面，水 深4,130m か ら 得 られ. C ―0021*.

発 見 された鯨 釁のうち脊椎骨１佃を採 集した地点 の直下

の堆積物 の柱 状試料である。ま た，Ｃ－0｛13は 鳥 鳥海山

山 頂付 近 の贐・ の詼。 水源4.020a か ら 採取 し た試料 で

あ る。

7.1　C －001 とC ―002 柱 状 試料中 の有機勧 のCy Ｎ比 ，

ｘミ フ スライドによる観察結果

試科 のＣ/Ｎ 比ａ ，献科中 の炭酸塩を ２Ｎ の坂酸で 除

き洗浄， 乾燥 の後。 東海大学海洋学都 のＣＮ コーダーで

測 定 し た。 標 準 試 料 と し て罵 尿 酸 （ＱＨぶ;ＯＮＣＨｒ

COOK=179.18) を 使 用した。

結果は，表 ２に示 した。｛ンー《｝01では ，表層 で9,37 ， 疎

くなる にした がい7.92 と小 さくな 。た。鯨骨 の直下 のｃ

４j



－oe2 ではほぽ一定の値を示Ｌ平均ｌ は6j 垢であ。た。

また.c 一吩2の堆積物礑。 鍄に由来する脂肪や炭化水

素を含んでいると考えられているが，ｃyＮ比でも，ｃ－

001よりも小さな値であり，鮭紀源 の窒案を多く含む有

機楠が存在することが裏付けられた。 しかし，有機炭素

曩についてはC ―002において も，ｃ一a01とあまり震わ

らない。ｃ―齢3は鳥鳥海山本体の蛇紋岩の風化生成物

から成り，有儀物賢を1まとんど含んでいなか・た。後に

述 べるように， 扁鳥海山 は瞳蛾 からｓ00km 以上 も隔

たうており，睦源の植物に由来する§腸物の兆候が大き

く見られているが，鯨周辺の有霧物は，特徴的な化学組

或を示している。

スミフスライドによ る顕徹鏡観察の結果から，ｃ－

図 ３ 第148 潜航 の ル ー ト マッ プ。 潸 航 中4こ船 内 か らの 肉観 観

察 と ビ デオ映 儼 か ら 魯謨 さ れた生 勧 の分 布 と暖 鬟 の特 徴

を 記 し た． Ｒ は轡 石 軅本 の採 取 亀 点。 Ｃ は 柱状 試 料 の 採

取地 点

1` ig.３ Ｒｏｕtl map Of the diye 114S by "Shinkil 6500"･

The distribution of anima 哨and de ＄Criptio矼01

sa ●ｎｏｏｒ ａｕrflr 鳧b ｙ Ob ｓｅrｖ畠tｊｏｎ t ｈｒｏｕｌｈ t ｈｅ

window Cf the s ｕbm ●rlible and ｖk1帥nlm. Ｒ

ｉｎｄｉｃａtｅｓ location ｏｆ rock ｓａｍｐＵｎ倉,Ｃ tbe location

ｏｆtｕｂｅｃｏｒｅr,ｓａｍｐ】汕ｇ．

001も，Ｃ－002 も, Bubble wall 型 の火山灰を含むナン

ノ化石が主体の軟泥である。石灰質の有孔虫は表面が融

食されている。

Ｃ－003は，粘土化した蛇紋岩と直径５ｍｍほどの粒状

のクラストが観察された。クラスト は，針状結晶が放射

状に成長して，同心円上の模様が見られた。Ｘ線分析の

結果。これはアラゴナイトであるこ とが判明し，蛇紋岩

の炭 酸塩化による生成物と考えられる。 粘土状のマト

リックスは，蛇紋石であるcrysotileと11zａrditｅの混合物

と緑眤石であるａｍｅｓitｅから成 っている。

７．２ 有孔虫鰈集

Ｃ－001 柱状試料の表層１ｅｍとＣ－Oa2 柱状試科中の表

ff 1cm 及び1 －10cm の試科を翦50 のふるいで洗い，残

差を顕微鏡観察した。その結果は表 ３に示した。浮遊性

有孔虫は，石灰質であるが，すべて 融食が進み殼の厚い

種か残っている。底生の有孔cねは砂質の殼を持つものが

多くを占めている( 表３の＊印を付 けた種)。

Ｃ－001 地点の底生有孔虫の群集は， 炭酸壇補償旅度

付近 の， 貧栄養な， 泥底の騨集といえる。Ｃ一CX)2の底

生有孔虫の群集は，比較的酸ｲ 匕的環境を好む襴が多 く，

鳥鳥海山山頂の，海水の流れが逮い底質の特徴と一致し

ている。

浮遊性 の有孔虫は，鍄骨周辺とＣ－001 地点でもJt涯

の種が見られるが， 盜牟有孔虫では，２つの地点ではほ

とんど共忍の種類が見られない。 特に, Cassidulina

group は，最近の研究によると有孔虫の細胞内にメタン

細菌あるいは硫酸遭元バクテリアを共生させて生活して

いることか推定されており( Ｂｅｍｈａｒd，1993) ，この種

が鯨骨の下の堆積物の表層とその下位にも見られること

は注目に値する。

なお，これらの試料には， 介形廡類は含まれて いな

かった。

表 ２ 第14 恚潜 航 で得 られ た柱 状 試科 に 含ま れ る有機 勧 質 のC/ Ｎ 比 の 結果

Table ２ C/N t ａt10● Ｏｆ ｏｒｇａｎｉｃ matter In t ｕｂｅ corer  during  1146  dive  at the  Torishima
 seamount.

一一

ｇ
J ＡＭＳＴＥＣＪ.D ●●pS 軸 Ｒ●ｔ,10 （1994 ）



表 ３ 第14 砌 酋航 で 耨 ら れ た 柱 状 試 料 に 鰮 案 さ れ た 有 孔 虫 の ９ ス ト 。 ０ は 薑 鯱 廴 た も の
．
Ｘ は 歟11 で ● な か

・

た も の 。 冰 印 は 砂 贋 有 孔 虫 ， ぽ か は 石 灰 質 有 孔 ４１

Ｔｊ Ｍ ｅ ３ Ａ list of foraminifera found ｊｎ t ｕｂｅ ｃｏｉａ ｄ・ring 参１４８ dive at the Ｔ ａｒiｓhimas
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７．３ 堆積勧中の有椹畄蠢化合物

C ― 002の柱状試料は，鉛上で記載の後，－80℃に冷

凍保存して持ち帰り，採取後の変質をできるだけ避け

た。冷疎したままの賦料を一耶かきとり，溶媒舳出等の

釶履をした後。東京都立大学理学部のガスクロマトグラ

フで分沂をした。測定は，ノルマjレフ ルカン，長礇不飽

和ケトン，ノルマルアルコール， ステロール，脂肪酸，

ジカルボン陵の各項目について行った。そのうち，脂防

酸|ごついての結果を表４に示した。ここに分析した項目

は主として，陸源の高等植勧と海洋生物|こ由来するもの

であるが，睦源の寄与のかなり強いものであることを示

している。このことは，鳥鳥海山か隨域から数百km も

隔た・ていることを考えると，偏西風などを週して，こ

の海域に運ぱれる有旙ｓs分がかなりあることを示してい

る。表４に見られるように，低分子脂肪酸（炭素数にし

て, CI4, C16
≫ C1B など

） の渡度が著しく高く，その

ほかにも，コレステロール（C27 ）がほかのものに比べ

て1a倍も高い濃度で検出された。これらの有機物は梅洋

性生物（植物プランクトンなど）に由廡ｔ る1､ので，鯨

の油脂との関連があると考えられ，鯨の骨自身の分析が

JAMSTEC  J Da･ｐｓ●●Ｒ・｡10 ｛l詞4｝

必要となる。 また。同じＣ－002 地点の柱状賦科 の堆積

物下部 【Ｃ－oe2 －2.15 －匐ｃｍ】で も， 比較的 高い濃

度の低分子脂肪酸や。 コレステロールが輸出されるの

で，堆翻物表層のみでなく堆積獪深部にまで，浸透して

い･2たか，生物攪拌によってもたらされている可能性が

ある。

・。 まとめと今後の農望

鳥島餘骨生物群集の付近の生勧種について仕まだ十分

な種の同定など鮗わっていないが，艶水に見られる群集

などともｇているので，生働の移動ルートを考えるため

にも， さらに鳥島周辺の生勧の分布を夥しく胃ぺる必櫚

かある。「しんかい6500」を使った潜航も馬鳥周辺だ4」

でも, 1992 年に３瀲亂199a 年に２潜氣 さらに太平洋

プレート儁でも，1993 年にｌ潜航（第172 ），海溝斜面１

瀲航（第175 ），小答酉背弧海盆側で3 譜航が行われてい

る。撮彫されたビデオ録面をつぷさに見てみると， シン

カイコシオりエピなどは。背弧海盆側にもしぱしぱ発見

される。もちろん生物によ。ては，幼生の時代に浮遊畦

であ･｡ たり，また，胞子や芽胞を形成 して。 どこ まで も

心
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裏 ４ 第148 潜 航 で 得 ら れ た 柱 状試 料 に 含 まれ る 低 分 子 脂 肪 酸 の 分 析 結 果

Table  4 Anal ｙｓｅｓ Of f ＆tty ａｄｄ８ １ｎ tｕｂｅ corer ｄｕrｉｎ９ 曾148 di ｖｅ ｓt

tｈｌ Ｔｏｒiｓhima ｓｅａｍ 卯ｔ

Sample ID　　　 Ｃ如】-1
Deplh　　　 ●-4rsdry ｗt.S　　　11.9S

C10　　　　　　　1S.9

1C11　　　　　　13.3
1CU　　　　　　　8.1

C11　　　　　　　6.5

C12　　　　　　　51.4
aiCIS　　　　　　22.6

1CU　　　　　　18.S

C13　　　　　　　 ×2.S

C14　　　　　　288.S

slC IS　　　　　　I ひ0.1
1C15　　　　　　133.S

C 】5　　　　　　　88.1

CI番:1　　　　　146.S

C16　　　　　　821.S

aiC17　　　　　　35.1

1C17　　　　　　82.7
C17　　　　　　　45.6

Cla:2　　　　　102.e

CIS:lg　　　　　lS6.S
Cla:It　　　　　　0. ●

C18　　　　　　 加3.･
C19　　　　　　　28.･

C20:2　　　　　　H.9
C20:1　　　　　　4. ●

C20　　　　　　 】a4.6

C21　　　　　　　27.1

C22　　　　　　 】S?.I

C23　　　　　　　4a.7
C24　　　　　　2aS.I

C28　　　　　　　76J
CZS　　　　　　336.2

C27　　　　　　　87.1

C28　　　　　　282 5
C29　　　　　　　 印.I

C 加　　　　　　129.7
C31　　　　　　　84.1

CS2　　　　　　　79.0

C33　　　　　　　13.･

C34　　　　　　　28.6

C3S　　　　　　　8.4

CSS　　　　　　　9.0

toUl　　　　　　4 】匐

C12-C19　　　　2297

C2t-C32　　　　1727

brPA (13. 15^ 17）　343
1sＬＦＡ（IX･19）　　1589

mHFA （2X》-32）　　1710
LyＢrｓＵ０　　　　　0.92

C001-2
10-14  cm

10.74

C002-1

0-5  cm

13､38

9.s　　101.1

9,6　　s7.4

3.7　　2 ｓ.8

s.3　　1s.4

釧.s　　19 ●.2

ID  .7　　 鯰.6

10.?　　ss.1

7.s　　6s.2

120.5  -　 ・！曵ｓ.9

38.1　　271.4

?e.4　　 剱7.9

29.1　　1071.6

91.6　　2 驂2.3

s3●.s　314s?.9

12.5　　1s7.3

14.4　　149.1

圃.6　　1egs.1

鴟.1　　3371.s

圀.・　　1547.2

e.0　　1 加.a

l闃.・　　 ｓ62.1

12.2　　s92.9

0.0　　565.0

0.0　　2s3.5

s7.1　　628.7

13.5　　223.8

匐.3　　s49.s

27.s　　24s.1

149.6　　6a6.7

54.5　　1L9. ・

233.4

28.7

252.2

翦,5

134.6

32.3

78,e

12.3

2s.0

s.5

7.1

2織

10ｓ

12SS

1ST

嶄

t爾

0. 闃

366.8

64.4

201.4

C(X)2-2

15-20  cm

9､58

16.8

10.0

5.3

s.9

43.6

15.5

js.1

1s.3

495.0

67.1

11s.9

LSI.I

506.1

譌84. 口

89.3

39.1

154.0

soe.2

245.5

17.0

笥８.1

49. ・

97.s

64.1

172.9

41. ・

213.4

?1.9

SS3.2

115.3

435.1

145.6

431.･

41.2　　117.6

黯.5

22.9

s4.9

11-6

加.？

5.a

5.1

61s匐

57229

4125

117s

4s185

1297

14.61

251.7

CT.4

117.4

2s.4

4?.0

9.0

15.s

ＩｓI

四5

黝s

29e

4529

2S76

1.?･
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海流に乗・ て移鋤するものもいれば，生涯の間。あまり

動かないものもいる。Smith （19e2）は，諒の死骸の梭

劃は。砂漠のオアシスのような，飛ぴ石の役劃 をしてい

ると考えている。 しかし，どんな砂漠|こも生物 は適応し

て。生物量は少なくても種を絶 やすことなく， 隹み着い

ている1,のであ る。 たまたま， 生物 に必要な餌である有

機匏か供給されたとき， それは今回発見された鳥鳥生物

群集のようなものかも知れないが。 異常に高い濃度 の生

物量が棲息しうるのではないかと考えられる。そこに

は，周辺の生物か集まり生物群集を作る。基本的には，

U00 ●の濠海で あ。ても，ある頡域において は生物群

集は，似たようなものになるはずである。生物ａ移動の

違変によりては。 ゆ，くりしたものであれば変異の湎度

が礬り，当鴬朧の梢成が震わってしまう。

今までに発見された生物畔集と11齡をし。群集として

の類似点を闃ぺ，深海の辟●流の洸れと速度を知ること

により。生物伝括の謌跳を特定で きるので轜な いかと考

えられる。

また。水且1.４℃，萄0 忸Ｆ を超える葦塊に適応した生

物の，生理的特繼を櫚ぺる必要があろう。生物量として

は。鷦骨の回りに大量の多毛類が発見され。おそらく筐

Ｉ としては最大 の生物であろう と思われるので。これを

試料として研究を進めていこうとしている。特に多毛類

の細胞タンパク質や，共生するミト コンドリア のタンパ

ク質の分析を適して，険海のそれら頭似瞿との訛腔をし

てみる予定である。

有孔哺lの中で, Cassidulinoxdes グループと有機物を

分解するバクテ リアとの関係が指搗されているので。有

檐物質の組成と生勧群集の関係を明らかにできるかも知

れない。生物群として，いつどのような経屬で移動して

きたかとい った問題については，今までにこの近くで潜

艢した，いくつかのビデオ映像から新たな視点で見直し

てみる必要かあろう。特|こ堆積勧中に棲息する生伽につ

いては，馬昌海山が蛟撞岩から虞っているので，間隙水

中にはマグネシウムや餤JIぴ二。ケル，クロムなど重僉

羇のイオンに富んでいる。生物として化学成分に特異な

遭応性を持りて いる可能性もある。C ―003で 発見され

た，躾粒状の炭磯洫がフラゴナイ ｝であることもこのこ

とに閧係していると考えられる。

水温1.4ｔ と低いため， パクテり７による分解･。 か

なり遷いので，このような動物群集の変化遍程を知るの

には気の長い計舊が必要である。人工的に梟物 の遺骸を

龝底に沈めて動勧群集の形ｌｔａ 程を観察し。探海におけ

る生●の役剩を明らかにすることは孤された重要なテー
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マである。

欝　　 静

本研究を遷めるうえで，潜水艇の母船「よこすか」上

では，穂山笑－，S. Ｄｅｂｌri. 沖野郷子，加藤久佳，青

汕寛の各氏|こは議論に加わったり。現場作業を協力 して

いただいた。東 海大学海洋学部の加藤義久氏 にはC/N

コーダーをお借りし，水産庁遠洋水産研究所の加臈秀弘

氏には， 鍄の租鑑定にご協力いただい た。「しんかい

6500」の弉田正比古，田代省Ξ 赤沢克巳，小倉訓，牧

哲司。飯鳥一樹の諸氏，「よこすか」舶昆 湯川修氏を

轜じめとする乗組員の方々には潜水差Fi・航についてお世

話になった。これらの方々に感謝いたします。
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